長野市雨水浸透施設技術指針
１　目　的

　　　この指針は、長野市建築物防災指導要綱（平成８年４月1日施行、以下｢要綱｣という。）による、「雨水処理対策」の内、「地下浸透方式」についての構造基準等を設けることにより、より有効な雨水の流出抑制を図り、下流域の水害防止及び自然環境の保全に資することを目的とする。

２　用語の定義

　（１）要綱による「地下浸透方式」とは、浸透桝、浸透トレンチ及び、両者を組み合わせたもの（以下「浸透施設」という。）をいう。

　（２）浸透桝とは、側面や底面に浸透孔等を有する桝と、その周囲の充填材（砕石等）から構成される構造物及びこれと同等のもので、その側面や底面から雨水を地中に浸透させる施設をいう。

　（３）浸透トレンチとは、周囲に浸透孔等を有する塩ビ管等（以下「浸透管」という。）と､その周囲の充填材（砕石等）から構成される構造物及びこれと同等のもので､その周囲から雨水を地中に浸透させる施設をいう。

３　設置区域

　　　要綱別表第2の区域とする。ただし、次の区域を除く。

（1） 法令指定区域（急傾斜地崩壊危険区域・地滑り防止区域・砂防指定地）

（2） 急傾斜地など法面の安定が損なわれるおそれのある区域

（3） 高低差が著しく、地盤の安定性が損なわれるおそれのある区域

（4） 地下水位が高い区域（GL－１ｍ以上）

４　設置場所

（1） 浸透施設を斜面や擁壁等に近接して設置する場合は下図の距離を確保すること。

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　浸透施設設置禁止区域


２ｈ以内


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　30°以上　　　　ｈ≧２ｍ以上

　　　　　　　　２h以内


　　　　　　　斜面近傍における設置禁止場所の目安

（2） 縦樋一ヶ所について原則として一つの浸透桝を設置すること。

（3） 設置間隔は相互干渉による浸透量の低下を防ぐため、砕石層と砕石層は1.5ｍ以上を確保すること。

（4） 浸透施設は周辺構造物及び、隣地からおおむね30cm以上の距離を確保すること。

（5） 土砂、雑排水、ゴミ等の流入のない箇所とすること。

５　構　造　　

　５－１浸透桝

（1） 浸透桝の底面部は、原則として敷砂、充填材の順に敷設すること。

（2） 浸透桝の桝本体の側面部についても浸透孔を設け、その周囲には充填材を敷設すること。

（3） 充填材の周囲には、透水性シートを敷き、埋め戻しを行うこと。

（4） 浸透施設の材料については次の点に留意すること。

１）敷砂　

浸透桝の底面部には、施工時の踏み固めによる浸透能力の低下を防ぐため緩衝材として、又目詰まり防止のフィルター層として砂を10ｃｍ厚敷くものとする。

２）充填材

　　　浸透桝は、浸透面の保護と材料のもつ空隙率による貯留量をできるだけ多く確保するため、空隙率の高い単粒度砕石4号（Ｓ－30）を使用する。

３）浸透桝

イ、浸透桝には、樹脂製多孔浸透桝、コンクリート製多孔浸透桝、ポーラスコンクリート製浸透桝等がある。浸透桝の桝本体の高さは、開口部の直径もしくは一辺の長さ以上とする。

ロ、浸透桝の構造は別紙標準構造図を基本とする。

ハ、浸透桝の容量は次の規格を目安とする。数値は開口部の直径もしくは一辺の内法寸法を表す。(単位：ｍｍ)

・240型以上

４）透水性シート

浸透桝の充填材部には周囲の土砂が流入することが考えられ、これによる目づまりを防止するため、浸透桝の充填材の外側を透水シートでくるむように敷設する。透水性シートは透水係数10eq \o(\s\up 5(－2),\s\do 2( ))cm／S以上、引張り強度25ｋｇｆ／㎠以上のもので、腐食等の面で長期の使用に耐えるものとする。

　５－２浸透トレンチ

（1） 浸透管入口には管口フィルター等の目づまり防止対策を講じて、浮遊物質を除去する。

（2） 浸透管の管勾配は、水平もしくは緩勾配とする。

（3） 浸透管には、有効塩ビ管、有効ヒューム管、ポーラスコンクリート管等がある。なお、管径はΦ100～200ｍｍ程度とする。

（4） 浸透トレンチの構造は別紙標準構造図を基本とする。

（5） その他、浸透トレンチを構成する材料等については、５－１浸透桝に準ずる。

６　施工管理

（1） 掘削は浸透に必要な大きさとし、余堀りは行わない。施工時に浸透面（掘削面）を締め固めないものとし、掘削後は床均しを行わず、直ちに敷設を行う。

（2） 透水性シートを浸透面（掘削面）全体に敷き、施設内に土砂が混入しないように注意する。　

（3） 底部に充填材を入れた後、浸透桝（浸透管）を設置する。　

（4） 浸透桝を設置後、管を接続し周囲に充填材を入れる。　

（5） 充填材上面を透水性シートで覆い、埋め戻しする。　

（6） 工事中の排水については、浸透桝を使用してはならない。　

（7） 原則として、降雨時は施工を行わない。　

（8） 浸透桝は雨水のみを流入させること。

７　維持管理　

（1） 施設状況を把握し、機能を十分に発揮させるため定期的に点検を行うものとする。（特に、梅雨時、台風シーズン前、大雨後等に点検すること。）　

（2） 施設の機能低下を防ぐため、必要に応じて土砂、ゴミ等の撤去、清掃を1年に1回程度行うものとする。  

（3） 施設の破損又は何らかの異常が認められるときは、機能回復させるために必要な措置を講ずるものとする。

　　附　則

この指針は、平成15年４月１日から施行する。
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